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現実のプロトコルでは， Iユーザ ID を引数のーっとしてそれに依存する複数個の情報を同時に生成する」ような操作
が提供されていることがよく見られるが，この操作を定義する公理は右線形性を満たさない。しかしこの問題は，ユ
ーザ ID が有限個である場合，本手法で提案した変形法の一つを用いることにより解決できる。本手法で新たに安全性
を検証できるようになった問題の一つに，現実に使用されている認証プロトコルである「ケルべロス」があり，本手
法を適用して安全であることが確認できた。
以上のように，本論文で述べられている検証手法およびシステムを用いることにより，現実に提案されている多く
の暗号を用いたプロトコルに対する安全性保証を形式的に行なうことが可能となる。これはネットワークサービスの
安全性保証技術の向上に寄与しており，本論文・は博士(工学)論文として価値あるものと認められる。
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